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審 査 の 結 果 の 要 旨
　強誘電体には、光学的、電気的、機械的、熱的と極めて多岐に及ぶ有用な機能性があり、その機能性は強
誘電体相転移や強誘電性の発現機構と密接な関係がある。強誘電体として様々な物質が知られているが最も
重要なのは酸素八面体型強誘電体である。この系の物質としてはペロフスカイト構造強誘電体が工業的に最
もよく使われているが、鉛を含むために環境問題が生じている。このため非鉛で機能性の優れたビスマス構
造強誘電体が最近注目されている。このような観点から、チタン酸ビスマスなどの従来から知られているビ
スマス構造強誘電体の諸特性をいかにして向上させるかが重要な課題となっている。その手法の一つが添加
効果であり、それに起因した相転移減少の変化や物理的特性の変化を明らかにすることは工学の基礎研究と
してきわめて重要である。
　本論文では、ランタン添加のチタン酸ビスマス強誘電体を研究対象として、ナノ粒子、薄膜では創意工夫
して高品質の試料の作製に成功した。さらに、単結晶、セラミクス、薄膜、ナノ粒子という様々な形態の試
料についてその強誘電相転移、物理的性質、並びにそのサイズ効果などをラマン分光法、ブリルアン散乱用、
誘電測定、X線回折、透過電子顕微鏡など様々な実験法により丹念に調べ、自発分極の発現機構、強誘電相
転移のサイズ効果などを新たに解明した高レベルで工学のみならず理学の分野においても十分に評価される
優れた論文である。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
